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���から抽出した歴史的イベント情報の地図上への再編集
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�� 研究背景と目的

現在，�	�上には多量の�	�ページが存在しているが，個々
のページから得られる情報量は異なっている．そのため，自
分の知りたい情報を集めるためには多数のページを閲覧しな
くてはならず，多大な労力を必要とする．このことから本研究
では，�	�ページからの情報抽出とその再編集を目的とする．
特に，本研究では時系列情報と住所情報を有するイベント情
報 !「いつ，どこで，何があった」というような情報"に着目
し，抽出した情報を地図上に整理して表示することを目指す．
今回は特にイベント情報を抽出しやすい歴史的事柄に関して，
提案する枠組みの適用を試みる．

�� 歴史的事柄の情報再編集

歴史的事柄に関する�	�ページの例を図 #に示す．

図 #$ 歴史的事柄に関する�	�ページの例

一般に，このようなページには，事柄が年表の形式でまとめら
れている場合が多い．このことから，歴史的事柄の時系列情報
と事柄の説明を一括で取得することが出来る．本研究では情報
の再編集の主旨を，情報を時系列順序に整理し，事柄の説明を
地理情報に関連付けて行うこととする．

連絡先$ 田村和香子，お茶の水女子大学理学部情報科学科小林
研究室，�%&'%('')	���
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�� システムの概要

図 '$ システムの概要

以下，処理の手順ごとにその内容を説明する．

����� �年表を含む���ページの取得
イベント情報のうち，『いつ，何があった』というイベン
ト内容と時系列情報を一括で取得するために，検索キー
ワードを歴史的事柄に限定し，「検索キーワード＋年表」と
いうクエリを用いて，既存の検索エンジンで検索を行う．

����	 �取得���ページの解析および情報抽出
�����において取得した年表を含む�	�ページの+�,-
タグを解析し，イベント内容と時系列情報を抽出する．年
表の多くが ����	 タグを用いて書かれていることを利用
し，����	タグ内から必要な情報を取得する．

����
 �年表情報に対応した場所情報の抽出
����	において抽出してきたイベント情報に対応した場
所情報を取得する．場所情報の判別には .���.��/南瓜
0&1を用いる．

����� �取得情報の�

������上への表示
�����～����
で取得してきた�	�ページの情報を地図
上に再編集して表示する．
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��� 年表情報を含む���ページの取得
本研究では検索および検索結果�	�ページの +�,-取得

に2����	�	� 3�0#1を使用している．今回は，歴史的事柄と
して「新撰組」を採用し，「新撰組＋年表」のクエリを用いて，
検索したページ上位 #%件を情報取得のための対象となる�	�
ページとした．

��� 年表情報の抽出
取得された上位 #%件の�	�ページのうち，記載されてい

る年表の +�,-表記を分析した結果，大半が ����	タグを用
いて書かれていることが判明した．正規表現を用いることに
より，����	タグ内の情報を +�,-ファイルから取得し，さ
らに正規表現を用いてその中からイベント内容と時系列情報
を抽出する．

ソースコード
＜ ���"# ＞新選組詳細年表＜$���"# ＞
%中略&
＜ �'("# ��	)�	*+�+＞
＜ �, ＞
＜ �� ＞文久３年＜$��＞
＜ �� ���-�*+	�-
�+＞２月　２３日＜$�� ＞
＜ �� ＞幕府浪士組 
./ 人余り、壬生村に到着。＜$�� ＞
＜ �� ＞１８６３年＜$��＞
　＜$�, ＞
%中略&
＜$�'("# ＞

��� 取得したイベント情報に対応する場所情報の取得
取得されたイベント内容を表すテキストから場所情報を抽

出する．テキスト中における場所情報の特定には，.���.��/
南瓜 0&1を用いる．.���.��/南瓜で解析したテキストから名
詞を表す品詞情報の内，地域を含むものを正規表現を用いて
抽出する．.���.��/南瓜による解析例を以下に示す．

0���0
�$南瓜の解析結果例
1 / �� 
$
 /�.2..

2.
幕末 バクマツ 幕末 名詞3一般 �
浪士 ロウシ 浪士 名詞3一般 �
組 グミ 組 名詞3接尾3一般 �
、 、 、 記号3読点 �
� 
� �$
 /�////////
壬生 ミブ 壬生 名詞3固有名詞3地域3一般 (3"�0'���4
村 ムラ 村 名詞3接尾3地域 �3"�0'���4
に ニ に 助詞3格助詞3一般 �

 3�� /$/ /�////////
到着 トウチャク 到着 名詞3サ変接続 �
。 。 。 記号3句点 � �

これにより，上記年表のイベント内容を表すテキスト「幕府
浪士組 '&%人余り、壬生村に到着。」から「壬生村」が場所情
報として抽出できる．しかし，これだけでは場所情報抽出の
精度が不十分なので，場所情報抽出の精度を向上させる為に，
格助詞を利用することを検討中である．文献 0'1 による格の
分類において，一般的に場所情報は，「ニ格」，「デ格」，「カラ
格」，「マデ格」などの格によって担われる．このことに基づ
き，.���.��/南瓜 0&1を用いて，テキストを形態素解析，係
り受け解析し，上記４つの格が受ける語を抽出し，それらが
場所を示す語であるかを，特定の述語が取る格の関係を編集
した辞書 !文献 041 においては「意味格抽出用辞書」と言って
いる"を用いて判断する予定である．

��� 地図上への再編集
取得してきたイベント情報 !イベント内容，時系列情報，地

名又は住所情報"を 2����	,�� 3�0(1を用いて再編集して出
力する．2����	,��が日本語の地名からジオコーディング可
能であるため，地名又は住所情報に関しては，抽出してきた文
字列をそのまま利用する．

図 &$ 出力例：地図上への表示

�� まとめと今後の課題
本研究では�	�からのイベント情報の抽出とその再編集を

目的とし，その一環として，イベント情報を取得しやすい歴史
的事柄を対象として手法の提案を試みた．現在，2����	,��
検索では，あらかじめ登録されている�	�ページのみが検索
結果として返ってくるのに対して，本研究では，�	�上の未
登録の�	�ページから情報を取得し，地図と関連付けて情報
の再編集を試みている．しかし現段階では，抽出した情報の再
編集という点において，まだまだ汎用性が低いという問題点が
あり，今後の課題としては，本研究で構築したシステムを拡張
し汎用性を高めるということが上げられる．
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